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北
朝
鮮
に
よ
る
対
日
有
害
活
動

一　
概
要

   

平
成
一
四
年
九
月
に
行
わ
れ
た
日
朝
首
脳
会
談

の
席
上
で
、
北
朝
鮮
の 

金キ
ム
・
ジ
ョ
ン
イ
ル

正
日
国
防
委
員
長
は
、

拉
致
問
題
に
つ
い
て
、「（
北
朝
鮮
の
）
特
殊
機
関
の

一
部
の
盲
動
主
義
者
ら
が
、
英
雄
主
義
に
走
っ
て
か

か
る
行
為
を
行
っ
て
き
た
と
考
え
て
い
る
」
と
の
認

識
を
示
し
て
謝
罪
し
、
同
年
一
〇
月
に
は
、
五
人
の

拉
致
被
害
者
が
帰
国
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
六
年

五
月
及
び
七
月
に
は
、
こ
れ
ら
の
拉
致
被
害
者
の
家

族
の
帰
国
・
来
日
が
実
現
し
ま
し
た
。

二　

拉
致
の
目
的

　

北
朝
鮮
が
日
本
人
を
拉
致
し
た
目
的
は
、
必
ず
し

も
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
金
正
日
国
防
委
員

長
は
、
日
朝
首
脳
会
談
の
席
上
、
日
本
人
拉
致
の
目

的
に
つ
い
て
、「
一
つ
目
は
、
特
殊
機
関
で
日
本
語

の
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
二
つ
目
は
、

他
人
の
身
分
を
利
用
し
て
南
（
韓
国
）
に
入
る
た
め

及
び
通
称
キ
ム
・
ナ
ム
ジ
ン
を
特
定
し
、
国
外
移
送

目
的
略
取
、
国
外
移
送
の
容
疑
で
逮
捕
状
の
発
付
を

受
け
、
国
際
手
配
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
四
月
に

は
、
警
視
庁
と
兵
庫
県
警
察
の
共
同
捜
査
本
部
が
、

北
朝
鮮
秘
密
工
作
組
織
ユ
ニ
バ
ー
ス
・
ト
レ
イ
デ
ィ

ン
グ
㈱
（
貿
易
商
社
）
の
実
態
解
明
を
図
る
一
方

で
、
姉
弟
拉
致
容
疑
事
案
を
新
た
な
拉
致
容
疑
事
案

と
判
断
し
、
主
犯
で
あ
る
洪ホ
ン
・
ス
ヘ

寿
恵
こ
と
木
下
陽
子
に

で
あ
る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
よ
ど
号
」

犯
人
の
元
妻
は
、
金キ
ム
・
イ
ル
ソ
ン

日
成
主
席
か
ら
「
革
命
の
た
め

に
は
、
日
本
で
指
導
的
役
割
を
果
た
す
党
を
創
建
せ

よ
。
党
の
創
建
に
は
、
革
命
の
中
核
と
な
る
日
本
人

を
発
掘
、
獲
得
、
育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

の
教
示
を
受
け
た
「
よ
ど
号
」
犯
人
の
リ
ー
ダ
ー
格

で
あ
っ
た
田
宮
高
麿
か
ら
、
日
本
人
獲
得
を
指
示
さ

れ
た
旨
を
証
言
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
総
合
的
に

考
え
る
と
、
日
本
人
拉
致
の
背
景
に
は
、
北
朝
鮮
工

作
員
が
日
本
人
の
よ
う
に
振
る
舞
え
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
教
育
を
行
わ
せ
る
こ
と
や
、
北
朝
鮮
工
作
員

が
日
本
に
潜
入
し
て
、
拉
致
し
た
者
に
な
り
す
ま
し

て
活
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
金
日
成

主
義
に
基
づ
く
日
本
革
命
を
行
う
た
め
の
人
材
獲
得

と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

三　

拉
致
容
疑
事
案
の
捜
査
状
況

　

一
九
年
二
月
に
は
、
新
潟
県
警
察
が
、
ア
ベ
ッ

ク
拉
致
容
疑
事
案
（
新
潟
）
の
共
犯
者
と
し
て
、
朝

鮮
労
働
党
対
外
情
報
調
査
部
対
日
課
の
指
導
員
（
当

時
）
自
称 

韓
ハ
ン
・
ミ
ョ
ン
イ
ル

明
一
こ
と
通
称
ハ
ン
・
ク
ム
ニ
ョ
ン

１ 

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
容
疑
事
案

洪　寿恵 ハン・クムニョン キム・ナムジン

対
し
、
国
外
移
送
目
的

拐
取
及
び
国
外
移
送
の

容
疑
で
逮
捕
状
の
発
付

を
受
け
、
国
際
手
配
を

行
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、

六
月
に
は
、警
視
庁
が
、

欧
州
に
お
け
る
日
本
人

男
性
拉
致
容
疑
事
案
の

実
行
犯
と
し
て
、「
よ

ど
号
」
犯
人
の
妻
、
森

順よ
り

子こ

、
若
林
佐
喜
子
両

名
に
対
し
て
、
結
婚
目

的
の
誘
拐
容
疑
で
逮
捕

状
の
発
付
を
受
け
、
国

際
手
配
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
警
察
は
、
北

朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
容
疑
事
案
一
二
件
一
七
人

及
び
朝
鮮
籍
の
姉
弟
が
日
本
国
内
か
ら
拉
致
さ
れ
た

事
案
一
件
二
人
を
拉
致
容
疑
事
案
と
し
て
判
断
し
、
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ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

側
か
ら
、
改
め
て
、「
す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
及
び

そ
の
家
族
の
安
全
確
保
と
速
や
か
な
帰
国
、
真
相
究

明
、
拉
致
実
行
犯
の
引
渡
し
」
等
を
要
求
し
ま
し
た

が
、
北
朝
鮮

側
は
、「
拉
致

問
題
は
解
決
済

み
」
と
頑
な
に

従
来
の
主
張
を

繰
り
返
し
、
我

が
国
の
北
朝
鮮

に
対
す
る
「
経

済
制
裁
」
の
解

除
を
求
め
る
な

ど
、
拉
致
問
題

の
解
決
に
向
け

た
誠
意
あ
る
対

応
を
示
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

（
三
）
第
二
回

作
業
部
会

　

一
九
年
九

月
、
モ
ン
ゴ

ル
・
ウ
ラ
ン

バ
ー
ト
ル
に

お
い
て
、「
日

日朝国交正常化のための作業部会（３月、ベトナム）（時事）

拉
致
容
疑
事
案
の
実
行
犯
に
対
す
る
国
際
手
配
は
八

件
一
一
人
と
な
り
ま
し
た
。

四　

日
朝
協
議
の
動
向

（
一
）
第
一
回
日
朝
包
括
並
行
協
議
の
開
催

　

一
六
年
一
一
月
の
第
三
回
日
朝
実
務
者
協
議
に
お

い
て
、
北
朝
鮮
側
が
提
出
し
た
拉
致
被
害
者
の
横
田

め
ぐ
み
さ
ん
の
「
遺
骨
」
と
称
す
る
も
の
に
対
す
る

我
が
国
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
結
果
を
め
ぐ
り
、
日
朝
間
の

対
話
は
、
途
切
れ
た
状
態
が
続
い
て
ま
し
た
。
し
か

し
、
一
七
年
一
一
月
、
北
京
で
、
約
一
年
振
り
に
日

朝
政
府
間
協
議
が
再
開
さ
れ
、
こ
の
際
、
日
本
側
か

ら「
拉
致
問
題
等
の
懸
案
事
項
に
関
す
る
協
議
」、「
核

問
題
、
ミ
サ
イ
ル
問
題
等
の
安
全
保
障
に
関
す
る
協

議
」
及
び
「
国
交
正
常
化
交
渉
」
の
三
つ
の
協
議
を

並
行
し
て
行
う
案
を
提
示
し
ま
し
た
。北
朝
鮮
側
は
、

こ
の
提
案
を
受
け
入
れ
、
一
八
年
二
月
、
北
京
で
第

一
回
日
朝
包
括
並
行
協
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

北
朝
鮮
側
は
、「
拉
致
問
題
は
解
決
済
み
」
と
の
従

来
の
主
張
を
繰
り
返
す
の
み
で
、
拉
致
被
害
者
に
関

す
る
新
た
な
情
報
の
提
供
が
な
い
ば
か
り
か
、
脱
北

者
支
援
活
動
を
行
う
我
が
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
七
人

に
つ
い
て
、
北
朝
鮮
の
法
に
違
反
す
る
「
拉
致
犯
」

で
あ
る
旨
主
張
し
、
そ
の
身
柄
の
引
渡
し
等
を
要
求

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
側
は
、
北
朝
鮮
側

の
拉
致
問
題
解
決
に
向
け
た
誠
意
を
疑
わ
せ
る
も
の

で
あ
る
旨
を
指
摘
し
ま
し
た
。

（
二
）
第
一
回
作
業
部
会

　

一
九
年
二
月
の
六
者
会
合
の
結
果
、
設
置
さ
れ
る

こ
と
が
合
意
さ
れ
た
「
日
朝
国
交
正
常
化
の
た
め
の

作
業
部
会
」
の
第
一
回
会
合
が
、
同
年
三
月
、
ベ
ト

北朝鮮による拉致容疑事案
発生時期 被　害　者　※（ 　）内は、当時の年齢 発　生　場　所 国際手配被疑者

1 昭和49年６月頃 髙敬美さん（7）、髙剛さん（3） 福井県小浜市 洪
ホン・スヘ
寿惠こと木下陽子

2 昭和52年９月 男性１人（52） 石川県鳳
ふげし
至郡（現　鳳

ほうす
珠郡） 金

キム・セホ
世鎬

3 昭和52年10月 松本　京子さん（29） 鳥取県米子市
4 昭和52年11月 横田　めぐみさん（13） 新潟県新潟市
5 昭和53年６月頃 田中　実さん（28） 兵庫県神戸市
6 昭和53年６月頃 田口　八重子さん（22） 不明

7 昭和53年７月 地村　保志さん（23）
地村（旧姓：濵本）富貴惠さん（23） 福井県小浜市 辛

シン・グァンス
光 洙

8 昭和53年７月
蓮池　薫さん（20）
蓮池（旧姓：奥土）祐木子さん（22） 新潟県柏崎市

通称チェ・スンチョル
通称ハン・クムニョン
通称キム・ナムジン

9 昭和53年８月
市川　修一さん（23）
増元  るみ子さん（24） 鹿児島県日

ひおき
置郡（現　日

ひおき
置市）

10 昭和53年８月 曽我  ひとみさん（19）
曽我  ミヨシさん（46） 新潟県佐渡郡（現　佐渡市） 通称キム・ミョンスク

11 昭和55年５月頃 石岡　亨
とおる
さん（22）

松木　薫さん（26） 欧州 森順
よりこ
子                

若林（旧姓：黒田）佐
さ
喜
き
子
こ

12 昭和55年６月 原　敕晁さん（43） 宮崎県宮崎市 辛光洙　　金
キム・キルウク
吉旭

13 昭和58年７月頃 有本　恵子さん（23） 欧州 魚本（旧姓：安部）公博

５人の拉致被害者が帰国して５年が経過した。（時事）
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２ 

北
朝
鮮
に
よ
る
対
日
有
害
活
動
等

一　

対
日
批
判
を
強
め
る
北
朝
鮮

  

北
朝
鮮
は
、
一
九
年
中
も
、
日
本
が
解
決
を
求
め

る
拉
致
問
題
に
つ
い
て
「
解
決
済
み
」
と
の
姿
勢
を

変
え
ず
、「
日
本
は
過
去
の
清
算
を
す
べ
き
」
と
の

主
張
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
政
府
が
と
り
続
け
る
対
北
朝
鮮
措
置
、

㈱
整
理
回
収
機
構
に
よ
る
在
日
本
朝
鮮
人
総
聯れ
ん

合
会

（
以
下
「
朝
鮮
総
聯
」
と
い
う
。）
中
央
本
部
等
の
競

売
、朝
鮮
総
聯
に
関
す
る
事
件
捜
査
等
を「
総
聯
弾
圧
」

と
と
ら
え
て
、
北
朝
鮮
外
務
省
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
声

明
や
朝
鮮
労
働
党
機
関
紙
「
労
働
新
聞
」
等
の
メ
デ
ィ

ア
を
通
じ
、「
安
倍
一
味
の
横
暴
非
道
な
総
聯
弾
圧
策

動
を
決
し
て
傍
観
せ
ず
、
我
が
方
の
当
該
部
門
で
は

必
要
な
措
置
を
取
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
な
ど

と
す
る
激
し
い
非
難
と
警
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
北
朝
鮮
や
朝
鮮
総
聯
は
、
日
本
当
局

の
法
に
の
っ
と
っ
た
正
当
な
事
件
捜
査
や
朝
鮮
総
聯

関
連
施
設
に
対
す
る
課
税
又
は
競
売
問
題
を
「
民
族

差
別
」
と
い
う
言
葉
に
す
り
替
え
、
国
際
連
合
人
権

理
事
会
等
に
お
い
て
、
数
度
に
わ
た
っ
て
日
本
を
非

難
し
ま
し
た
。

二　

対
北
朝
鮮
措
置
等
を
と
ら
え
て
活
発
な
抗
議
活

動
を
展
開
す
る
朝
鮮
総
聯

　

朝
鮮
総
聯
の
徐ソ
・
マ
ン
ス
ル

萬
述
議
長
は
、
朝
鮮
総
聯
の
第

二
一
回
全
体
大
会
（
五
月
）
の
大
会
報
告
に
お
い
て
、

「
主
体
朝
鮮
の
権
威
と
国
力
を
核
保
有
国
と
し
て
最

上
の
地
位
に
上
げ
ら
れ
た
偉
大
な
将
軍
様
を
お
慕
い

申
し
上
げ
、
将
軍
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
必
ず
や
勝

つ
と
い
う
信
念
を
、
生
き
た
歴
史
体
験
と
し
て
し
っ

か
り
整
え
た
」
な
ど
と
述
べ
、
北
朝
鮮
に
対
す
る
従

属
性
を
改
め
て
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
八
年
中
に
北
朝
鮮
に
よ
り
敢
行
さ
れ
た

ミ
サ
イ
ル
発
射
や
核
実
験
の
発
表
を
受
け
て
発
動
さ

れ
た
日
本
政
府
に
よ
る
対
北
朝
鮮
措
置
や
、
朝
鮮
総

聯
関
連
施
設
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
に

関
す
る
公
益
性
の
有
無
の
厳
格
な
判
断
等
を
在
日
朝

鮮
人
差
別
と
位
置
付
け
、
集
会
や
デ
モ
等
の
抗
議
活

動
を
活
発
化
さ
せ
ま
し
た
。　

  

ま
た
、
一
九
年
中
に
は
、
朝
鮮
総
聯
の
傘
下
団
体

で
あ
る
在
日
本
朝
鮮
兵
庫
県
商
工
会
や
在
日
本
朝
鮮

北
海
道
札
幌
商
工
会
の
幹
部
等
が
、
税
理
士
の
資

格
が
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
税
務
書
類
の
作
成
を

行
っ
て
い
た
と
し
て
、
兵
庫
県
警
察
及
び
北
海
道
警

察
が
、
そ
れ
ぞ
れ
同
幹
部
等
を
逮
捕
し
、
関
係
先
の

捜
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
朝
鮮
総
聯 朝鮮総聯が開催した「第21回全体大会」（５月、東京）（時事）

朝
国
交
正
常
化
の
た
め
の
作
業
部
会
」
の
第
二
回
会

合
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
側
か
ら
、
日
朝
国

交
正
常
化
の
た
め
に
は
、
拉
致
問
題
の
解
決
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
明
確
に
し
た
上
で
、
第
一

回
会
合
と
同
様
、「
す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
及
び
そ

の
家
族
の
安
全
確
保
と
速
や
か
な
帰
国
、真
相
究
明
、

拉
致
実
行
犯
の
引
渡
し
」
等
を
要
求
し
ま
し
た
が
、

北
朝
鮮
側
は
、
拉
致
問
題
に
関
し
て
は
、
従
来
の
立

場
を
変
え
る
こ
と
な
く
、「
こ
れ
ま
で
誠
意
を
持
っ

て
で
き
る
だ
け
の
努
力
を
し
て
き
た
」
な
ど
と
主
張

し
て
、
具
体
的
な
進
展
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
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関
係
者
に
よ
る
事
件
を
摘
発
し
、
関
係
先
に
対
す
る

捜
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

朝
鮮
総
聯
は
、
捜
索
等
の
際
に
多
く
の
活
動
家
を

動
員
し
て
激
し
い
抗
議
活
動
を
展
開
し
、
自
ら
の
意

に
沿
わ
な
い
報
道
を
行
っ
た
マ
ス
コ
ミ
に
対
し
て
も

集
団
で
の
抗
議
活
動
を
行
う
な
ど
し
て
お
り
、
朝
鮮

総
聯
関
係
者
の
違
法
行
為
に
つ
い
て
は
何
ら
顧
み
る

こ
と
な
く
、
自
ら
を
正
当
化
し
た
一
方
的
な
主
張
に

基
づ
く
抗
議
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

  

他
方
で
朝
鮮
総
聯
は
、
日
本
国
内
に
お
け
る
北
朝

鮮
に
有
利
な
世
論
の
醸
成
、
北
朝
鮮
の
主
張
に
同
調

す
る
日
本
人
の
結
集
・
組
織
化
を
図
る
た
め
の
活
動

を
引
き
続
き
行
っ
て
い
ま
す
。
朝
鮮
総
聯
中
央
本
部

で
は
、「
金
正
日
将
軍
誕
生
六
五
周
年
」
等
の
慶
祝

行
事
に
国
会
議
員
、
著
名
人
、
北
朝
鮮
の
主
張
に
同

調
す
る
日
本
人
等
を
招
待
し
、
北
朝
鮮
や
朝
鮮
総
聯

に
対
す
る
理
解
を
求
め
る
と
と
も
に
、
徐
萬
述
議
長

が
、「
日
本
当
局
が
政
治
弾
圧
と
人
権
蹂
躙
行
為
を

直
ち
に
中
止
し
、
朝
日
平
壌
宣
言
に
従
っ
て
過
去
の

清
算
に
基
づ
い
た
両
国
関
係
の
改
善
と
正
常
化
に
誠

実
に
乗
り
出
す
こ
と
を
望
む
」
な
ど
と
挨
拶
し
て
支

援
を
求
め
ま
し
た
。

三　

対
北
朝
鮮
措
置
に
係
る
違
法
行
為
の
検
挙

　

政
府
は
、
一
八
年
一
〇
月
に
北
朝
鮮
が
核
実
験
を

実
施
し
た
旨
の
発
表
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
に
か
ん
が

み
、
特
定
船
舶
の
入
港
の
禁
止
に
関
す
る
特
別
措
置

法
に
基
づ
い
て
北
朝
鮮
船
籍
の
す
べ
て
の
船
舶
の
入

港
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿

易
法
（
以
下
「
外
為
法
」
と
い
う
。）
に
基
づ
い
て

北
朝
鮮
を
原
産
地
又
は
船
積
地
域
と
す
る
す
べ
て
の

日本政府による対北朝鮮措置の延長に抗議する朝鮮総聯主催の集会（10月、東京）
（時事）

日本政府による対北朝鮮措置の延長に抗議する朝鮮総聯主催のデモ行進（10月、東京）

警視庁及び兵庫県警察による姉弟拉致容疑事案に伴う捜索に対し抗議する朝鮮総聯関係
者（４月、東京）（共同）
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貨
物
の
輸
入
を
禁
止
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
を
閣
議

決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
北
朝
鮮
を
め
ぐ
る
情
勢

に
変
化
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ら
の

措
置
は
、
一
九
年
四
月
、
半
年
間
延
長
す
る
こ
と
が

閣
議
決
定
さ
れ
、
更
に
同
年
一
〇
月
、
再
度
、
半
年

間
延
長
す
る
こ
と
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
警
察
は
一
九
年
中
、
同
措

置
に
係
る
違
法
行
為
と
し
て
、
北
朝
鮮
を
船
積
地
域

と
す
る
活
あ
さ
り
の
無
承
認
輸
入
に
係
る
外
為
法
違

反
事
件
（
四
月
、
山
口
）
を
、
北
朝
鮮
を
原
産
地
と

す
る
ス
テ
ン
レ
ス
継
手
製
品
の
無
承
認
輸
入
に
係
る

外
為
法
違
反
事
件
（
六
月
、
兵
庫
）
を
そ
れ
ぞ
れ
検

挙
し
ま
し
た
。
前
者
の
事
件
で
は
、
輸
入
貨
物
が
北

朝
鮮
で
生
産
又
は
船
積
み
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
中
国
を
原
産
地
と
す
る
虚
偽
の
輸
入

申
告
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
後
者
の
事
件
で
は
、
北
朝
鮮
か
ら
中
国
を
経

由
し
た
、
い
わ
ゆ
る
迂
回
輸
入
の
実
態
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

四　

対
日
諸
工
作
等
の
今
後
の
見
通
し

　

北
朝
鮮
は
、
今
後
も
「
拉
致
問
題
は
解
決
済
み
」、

「
日
本
は
過
去
の
清
算
を
す
べ
き
」
と
の
姿
勢
を
堅

持
し
た
上
で
、
日
本
政
府
に
よ
る
対
北
朝
鮮
措
置
等

の
解
除
や
自
ら
に
有
利
な
世
論
の
醸
成

を
図
っ
て
、
直
接
又
は
朝
鮮
総
聯
を
介
し

て
の
様
々
な
諸
工
作
を
活
発
に
展
開
す

る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

警
察
は
、
こ
れ
ら
諸
工
作
に
対
す
る
情

報
収
集
活
動
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
伏

在
し
て
い
る
も
の
も
含
め
、
違
法
行
為
に

対
し
て
は
徹
底
し
た
取
締
り
に
努
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
対
北
朝
鮮

措
置
が
延
長
さ
れ
て
い
る
中
、
北
朝
鮮
と

の
貿
易
を
継
続
し
よ
う
と
す
る
国
内
の

業
者
は
、
第
三
国
を
経
由
し
た
北
朝
鮮
産

貨
物
の
無
承
認
輸
入
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
推
測
さ
れ
、
警
察
と
し
て
は
、
引
き

続
き
、
同
措
置
に
係
る
違
法
行
為
の
取
締

り
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

北朝鮮を船積地域とする活あさりを積載した中国船籍の貨物船（４月、山口）（共同）

朝鮮総聯中央本部（共同）



－13－－13－

ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

側
か
ら
、
改
め
て
、「
す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
及
び

そ
の
家
族
の
安
全
確
保
と
速
や
か
な
帰
国
、
真
相
究

明
、
拉
致
実
行
犯
の
引
渡
し
」
等
を
要
求
し
ま
し
た

が
、
北
朝
鮮

側
は
、「
拉
致

問
題
は
解
決
済

み
」
と
頑
な
に

従
来
の
主
張
を

繰
り
返
し
、
我

が
国
の
北
朝
鮮

に
対
す
る
「
経

済
制
裁
」
の
解

除
を
求
め
る
な

ど
、
拉
致
問
題

の
解
決
に
向
け

た
誠
意
あ
る
対

応
を
示
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

（
三
）
第
二
回

作
業
部
会

　

一
九
年
九

月
、
モ
ン
ゴ

ル
・
ウ
ラ
ン

バ
ー
ト
ル
に

お
い
て
、「
日

日朝国交正常化のための作業部会（３月、ベトナム）（時事）

拉
致
容
疑
事
案
の
実
行
犯
に
対
す
る
国
際
手
配
は
八

件
一
一
人
と
な
り
ま
し
た
。

四　

日
朝
協
議
の
動
向

（
一
）
第
一
回
日
朝
包
括
並
行
協
議
の
開
催

　

一
六
年
一
一
月
の
第
三
回
日
朝
実
務
者
協
議
に
お

い
て
、
北
朝
鮮
側
が
提
出
し
た
拉
致
被
害
者
の
横
田

め
ぐ
み
さ
ん
の
「
遺
骨
」
と
称
す
る
も
の
に
対
す
る

我
が
国
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
結
果
を
め
ぐ
り
、
日
朝
間
の

対
話
は
、
途
切
れ
た
状
態
が
続
い
て
ま
し
た
。
し
か

し
、
一
七
年
一
一
月
、
北
京
で
、
約
一
年
振
り
に
日

朝
政
府
間
協
議
が
再
開
さ
れ
、
こ
の
際
、
日
本
側
か

ら「
拉
致
問
題
等
の
懸
案
事
項
に
関
す
る
協
議
」、「
核

問
題
、
ミ
サ
イ
ル
問
題
等
の
安
全
保
障
に
関
す
る
協

議
」
及
び
「
国
交
正
常
化
交
渉
」
の
三
つ
の
協
議
を

並
行
し
て
行
う
案
を
提
示
し
ま
し
た
。北
朝
鮮
側
は
、

こ
の
提
案
を
受
け
入
れ
、
一
八
年
二
月
、
北
京
で
第

一
回
日
朝
包
括
並
行
協
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

北
朝
鮮
側
は
、「
拉
致
問
題
は
解
決
済
み
」
と
の
従

来
の
主
張
を
繰
り
返
す
の
み
で
、
拉
致
被
害
者
に
関

す
る
新
た
な
情
報
の
提
供
が
な
い
ば
か
り
か
、
脱
北

者
支
援
活
動
を
行
う
我
が
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
七
人

に
つ
い
て
、
北
朝
鮮
の
法
に
違
反
す
る
「
拉
致
犯
」

で
あ
る
旨
主
張
し
、
そ
の
身
柄
の
引
渡
し
等
を
要
求

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
側
は
、
北
朝
鮮
側

の
拉
致
問
題
解
決
に
向
け
た
誠
意
を
疑
わ
せ
る
も
の

で
あ
る
旨
を
指
摘
し
ま
し
た
。

（
二
）
第
一
回
作
業
部
会

　

一
九
年
二
月
の
六
者
会
合
の
結
果
、
設
置
さ
れ
る

こ
と
が
合
意
さ
れ
た
「
日
朝
国
交
正
常
化
の
た
め
の

作
業
部
会
」
の
第
一
回
会
合
が
、
同
年
三
月
、
ベ
ト

北朝鮮による拉致容疑事案
発生時期 被　害　者　※（ 　）内は、当時の年齢 発　生　場　所 国際手配被疑者

1 昭和49年６月頃 髙敬美さん（7）、髙剛さん（3） 福井県小浜市 洪
ホン・スヘ
寿惠こと木下陽子

2 昭和52年９月 男性１人（52） 石川県鳳
ふげし
至郡（現　鳳

ほうす
珠郡） 金

キム・セホ
世鎬

3 昭和52年10月 松本　京子さん（29） 鳥取県米子市
4 昭和52年11月 横田　めぐみさん（13） 新潟県新潟市
5 昭和53年６月頃 田中　実さん（28） 兵庫県神戸市
6 昭和53年６月頃 田口　八重子さん（22） 不明

7 昭和53年７月 地村　保志さん（23）
地村（旧姓：濵本）富貴惠さん（23） 福井県小浜市 辛

シン・グァンス
光 洙

8 昭和53年７月
蓮池　薫さん（20）
蓮池（旧姓：奥土）祐木子さん（22） 新潟県柏崎市

通称チェ・スンチョル
通称ハン・クムニョン
通称キム・ナムジン

9 昭和53年８月
市川　修一さん（23）
増元  るみ子さん（24） 鹿児島県日

ひおき
置郡（現　日

ひおき
置市）

10 昭和53年８月 曽我  ひとみさん（19）
曽我  ミヨシさん（46） 新潟県佐渡郡（現　佐渡市） 通称キム・ミョンスク

11 昭和55年５月頃 石岡　亨
とおる
さん（22）

松木　薫さん（26） 欧州 森順
よりこ
子                

若林（旧姓：黒田）佐
さ
喜
き
子
こ

12 昭和55年６月 原　敕晁さん（43） 宮崎県宮崎市 辛光洙　　金
キム・キルウク
吉旭

13 昭和58年７月頃 有本　恵子さん（23） 欧州 魚本（旧姓：安部）公博

５人の拉致被害者が帰国して５年が経過した。（時事）
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北
朝
鮮
に
よ
る
対
日
有
害
活
動
等

一　

対
日
批
判
を
強
め
る
北
朝
鮮

  

北
朝
鮮
は
、
一
九
年
中
も
、
日
本
が
解
決
を
求
め

る
拉
致
問
題
に
つ
い
て
「
解
決
済
み
」
と
の
姿
勢
を

変
え
ず
、「
日
本
は
過
去
の
清
算
を
す
べ
き
」
と
の

主
張
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
政
府
が
と
り
続
け
る
対
北
朝
鮮
措
置
、

㈱
整
理
回
収
機
構
に
よ
る
在
日
本
朝
鮮
人
総
聯れ

ん

合
会

（
以
下
「
朝
鮮
総
聯
」
と
い
う
。）
中
央
本
部
等
の
競

売
、朝
鮮
総
聯
に
関
す
る
事
件
捜
査
等
を「
総
聯
弾
圧
」

と
と
ら
え
て
、
北
朝
鮮
外
務
省
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
声

明
や
朝
鮮
労
働
党
機
関
紙
「
労
働
新
聞
」
等
の
メ
デ
ィ

ア
を
通
じ
、「
安
倍
一
味
の
横
暴
非
道
な
総
聯
弾
圧
策

動
を
決
し
て
傍
観
せ
ず
、
我
が
方
の
当
該
部
門
で
は

必
要
な
措
置
を
取
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
な
ど

と
す
る
激
し
い
非
難
と
警
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
北
朝
鮮
や
朝
鮮
総
聯
は
、
日
本
当
局

の
法
に
の
っ
と
っ
た
正
当
な
事
件
捜
査
や
朝
鮮
総
聯

関
連
施
設
に
対
す
る
課
税
又
は
競
売
問
題
を
「
民
族

差
別
」
と
い
う
言
葉
に
す
り
替
え
、
国
際
連
合
人
権

理
事
会
等
に
お
い
て
、
数
度
に
わ
た
っ
て
日
本
を
非

難
し
ま
し
た
。

二　

対
北
朝
鮮
措
置
等
を
と
ら
え
て
活
発
な
抗
議
活

動
を
展
開
す
る
朝
鮮
総
聯

　

朝
鮮
総
聯
の
徐ソ

・
マ
ン
ス
ル

萬
述
議
長
は
、
朝
鮮
総
聯
の
第

二
一
回
全
体
大
会
（
五
月
）
の
大
会
報
告
に
お
い
て
、

「
主
体
朝
鮮
の
権
威
と
国
力
を
核
保
有
国
と
し
て
最

上
の
地
位
に
上
げ
ら
れ
た
偉
大
な
将
軍
様
を
お
慕
い

申
し
上
げ
、
将
軍
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
必
ず
や
勝

つ
と
い
う
信
念
を
、
生
き
た
歴
史
体
験
と
し
て
し
っ

か
り
整
え
た
」
な
ど
と
述
べ
、
北
朝
鮮
に
対
す
る
従

属
性
を
改
め
て
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
八
年
中
に
北
朝
鮮
に
よ
り
敢
行
さ
れ
た

ミ
サ
イ
ル
発
射
や
核
実
験
の
発
表
を
受
け
て
発
動
さ

れ
た
日
本
政
府
に
よ
る
対
北
朝
鮮
措
置
や
、
朝
鮮
総

聯
関
連
施
設
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
に

関
す
る
公
益
性
の
有
無
の
厳
格
な
判
断
等
を
在
日
朝

鮮
人
差
別
と
位
置
付
け
、
集
会
や
デ
モ
等
の
抗
議
活

動
を
活
発
化
さ
せ
ま
し
た
。　

  

ま
た
、
一
九
年
中
に
は
、
朝
鮮
総
聯
の
傘
下
団
体

で
あ
る
在
日
本
朝
鮮
兵
庫
県
商
工
会
や
在
日
本
朝
鮮

北
海
道
札
幌
商
工
会
の
幹
部
等
が
、
税
理
士
の
資

格
が
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
税
務
書
類
の
作
成
を

行
っ
て
い
た
と
し
て
、
兵
庫
県
警
察
及
び
北
海
道
警

察
が
、
そ
れ
ぞ
れ
同
幹
部
等
を
逮
捕
し
、
関
係
先
の

捜
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
朝
鮮
総
聯 朝鮮総聯が開催した「第21回全体大会」（５月、東京）（時事）

朝
国
交
正
常
化
の
た
め
の
作
業
部
会
」
の
第
二
回
会

合
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
側
か
ら
、
日
朝
国

交
正
常
化
の
た
め
に
は
、
拉
致
問
題
の
解
決
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
明
確
に
し
た
上
で
、
第
一

回
会
合
と
同
様
、「
す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
及
び
そ

の
家
族
の
安
全
確
保
と
速
や
か
な
帰
国
、真
相
究
明
、

拉
致
実
行
犯
の
引
渡
し
」
等
を
要
求
し
ま
し
た
が
、

北
朝
鮮
側
は
、
拉
致
問
題
に
関
し
て
は
、
従
来
の
立

場
を
変
え
る
こ
と
な
く
、「
こ
れ
ま
で
誠
意
を
持
っ

て
で
き
る
だ
け
の
努
力
を
し
て
き
た
」
な
ど
と
主
張

し
て
、
具
体
的
な
進
展
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
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関
係
者
に
よ
る
事
件
を
摘
発
し
、
関
係
先
に
対
す
る

捜
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

朝
鮮
総
聯
は
、
捜
索
等
の
際
に
多
く
の
活
動
家
を

動
員
し
て
激
し
い
抗
議
活
動
を
展
開
し
、
自
ら
の
意

に
沿
わ
な
い
報
道
を
行
っ
た
マ
ス
コ
ミ
に
対
し
て
も

集
団
で
の
抗
議
活
動
を
行
う
な
ど
し
て
お
り
、
朝
鮮

総
聯
関
係
者
の
違
法
行
為
に
つ
い
て
は
何
ら
顧
み
る

こ
と
な
く
、
自
ら
を
正
当
化
し
た
一
方
的
な
主
張
に

基
づ
く
抗
議
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

  

他
方
で
朝
鮮
総
聯
は
、
日
本
国
内
に
お
け
る
北
朝

鮮
に
有
利
な
世
論
の
醸
成
、
北
朝
鮮
の
主
張
に
同
調

す
る
日
本
人
の
結
集
・
組
織
化
を
図
る
た
め
の
活
動

を
引
き
続
き
行
っ
て
い
ま
す
。
朝
鮮
総
聯
中
央
本
部

で
は
、「
金
正
日
将
軍
誕
生
六
五
周
年
」
等
の
慶
祝

行
事
に
国
会
議
員
、
著
名
人
、
北
朝
鮮
の
主
張
に
同

調
す
る
日
本
人
等
を
招
待
し
、
北
朝
鮮
や
朝
鮮
総
聯

に
対
す
る
理
解
を
求
め
る
と
と
も
に
、
徐
萬
述
議
長

が
、「
日
本
当
局
が
政
治
弾
圧
と
人
権
蹂
躙
行
為
を

直
ち
に
中
止
し
、
朝
日
平
壌
宣
言
に
従
っ
て
過
去
の

清
算
に
基
づ
い
た
両
国
関
係
の
改
善
と
正
常
化
に
誠

実
に
乗
り
出
す
こ
と
を
望
む
」
な
ど
と
挨
拶
し
て
支

援
を
求
め
ま
し
た
。

三　

対
北
朝
鮮
措
置
に
係
る
違
法
行
為
の
検
挙

　

政
府
は
、
一
八
年
一
〇
月
に
北
朝
鮮
が
核
実
験
を

実
施
し
た
旨
の
発
表
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
に
か
ん
が

み
、
特
定
船
舶
の
入
港
の
禁
止
に
関
す
る
特
別
措
置

法
に
基
づ
い
て
北
朝
鮮
船
籍
の
す
べ
て
の
船
舶
の
入

港
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿

易
法
（
以
下
「
外
為
法
」
と
い
う
。）
に
基
づ
い
て

北
朝
鮮
を
原
産
地
又
は
船
積
地
域
と
す
る
す
べ
て
の

日本政府による対北朝鮮措置の延長に抗議する朝鮮総聯主催の集会（10月、東京）
（時事）

日本政府による対北朝鮮措置の延長に抗議する朝鮮総聯主催のデモ行進（10月、東京）

警視庁及び兵庫県警察による姉弟拉致容疑事案に伴う捜索に対し抗議する朝鮮総聯関係
者（４月、東京）（共同）
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貨
物
の
輸
入
を
禁
止
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
を
閣
議

決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
北
朝
鮮
を
め
ぐ
る
情
勢

に
変
化
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ら
の

措
置
は
、
一
九
年
四
月
、
半
年
間
延
長
す
る
こ
と
が

閣
議
決
定
さ
れ
、
更
に
同
年
一
〇
月
、
再
度
、
半
年

間
延
長
す
る
こ
と
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
警
察
は
一
九
年
中
、
同
措

置
に
係
る
違
法
行
為
と
し
て
、
北
朝
鮮
を
船
積
地
域

と
す
る
活
あ
さ
り
の
無
承
認
輸
入
に
係
る
外
為
法
違

反
事
件
（
四
月
、
山
口
）
を
、
北
朝
鮮
を
原
産
地
と

す
る
ス
テ
ン
レ
ス
継
手
製
品
の
無
承
認
輸
入
に
係
る

外
為
法
違
反
事
件
（
六
月
、
兵
庫
）
を
そ
れ
ぞ
れ
検

挙
し
ま
し
た
。
前
者
の
事
件
で
は
、
輸
入
貨
物
が
北

朝
鮮
で
生
産
又
は
船
積
み
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
中
国
を
原
産
地
と
す
る
虚
偽
の
輸
入

申
告
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
後
者
の
事
件
で
は
、
北
朝
鮮
か
ら
中
国
を
経

由
し
た
、
い
わ
ゆ
る
迂
回
輸
入
の
実
態
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

四　

対
日
諸
工
作
等
の
今
後
の
見
通
し

　

北
朝
鮮
は
、
今
後
も
「
拉
致
問
題
は
解
決
済
み
」、

「
日
本
は
過
去
の
清
算
を
す
べ
き
」
と
の
姿
勢
を
堅

持
し
た
上
で
、
日
本
政
府
に
よ
る
対
北
朝
鮮
措
置
等

の
解
除
や
自
ら
に
有
利
な
世
論
の
醸
成

を
図
っ
て
、
直
接
又
は
朝
鮮
総
聯
を
介
し

て
の
様
々
な
諸
工
作
を
活
発
に
展
開
す

る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

警
察
は
、
こ
れ
ら
諸
工
作
に
対
す
る
情

報
収
集
活
動
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
伏

在
し
て
い
る
も
の
も
含
め
、
違
法
行
為
に

対
し
て
は
徹
底
し
た
取
締
り
に
努
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
対
北
朝
鮮

措
置
が
延
長
さ
れ
て
い
る
中
、
北
朝
鮮
と

の
貿
易
を
継
続
し
よ
う
と
す
る
国
内
の

業
者
は
、
第
三
国
を
経
由
し
た
北
朝
鮮
産

貨
物
の
無
承
認
輸
入
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
推
測
さ
れ
、
警
察
と
し
て
は
、
引
き

続
き
、
同
措
置
に
係
る
違
法
行
為
の
取
締

り
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

北朝鮮を船積地域とする活あさりを積載した中国船籍の貨物船（４月、山口）（共同）

朝鮮総聯中央本部（共同）




